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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月18日(2019.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において事前許可割り当てを受信することと、ここにおいて、前記
事前許可割り当ては、前記ＵＥがプリアンブルを送信するために基地局によって前記ＵＥ
に割り当てられるリソースを示す、
　前記事前許可割り当てに基づいて２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）上でクリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ）動作を実行することと、
　を備え、
　前記ＣＣＡ動作が成功したとき、前記事前許可割り当てに基づいて前記ＳＣＣ上でプリ
アンブルを送信することと、前記プリアンブルは前記ＵＥを一意に識別し、前記プリアン
ブルは、前記事前許可割り当てを発行した基地局に対する前記ＵＥを識別するための初期
部分と、帯域占有のための第２の部分とを備え、前記プリアンブルの残りの部分が、１つ
または複数のＷｉＦｉノードに宛てられた通信のためのＷｉＦｉプリアンブルを備える、
　前記プリアンブル送信に応答して許可認証を受信することとを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記許可認証が、
　前記事前許可割り当ての許可認証、
　前記事前許可割り当ての修正、または
　送信を中断することの指示のうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記プリアンブルが、競合ベースのキャリア上で送信され、
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　前記事前許可割り当てが、前記ＳＣＣ内でターゲットサブフレームを備え、
　前記ＵＥが、前記事前許可割り当て内で識別された前記ＳＣＣ内で前記プリアンブルを
送信する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記事前許可割り当てまたは前記許可認証のうちの少なくとも一方が、１次コンポーネ
ントキャリア（ＰＣＣ）上で受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において事前許可割り当てを受信するための手段と、ここにおいて
、前記事前許可割り当ては、前記ＵＥがプリアンブルを送信するために基地局によって前
記ＵＥに割り当てられるリソースを示す、
　前記事前許可割り当てに基づいてクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）動作を実行す
るための手段と、
　を備え、
　前記ＣＣＡ動作が成功したとき、前記事前許可割り当てに基づいてプリアンブルを送信
するための手段と、前記プリアンブルは前記ＵＥを一意に識別し、前記プリアンブルは、
前記事前許可割り当てを発行した基地局に対する前記ＵＥを識別するための初期部分と、
帯域占有のための第２の部分とを備え、前記プリアンブルの残りの部分が、１つまたは複
数のＷｉＦｉノードに宛てられた通信のためのＷｉＦｉプリアンブルを備える、
　前記プリアンブル送信に応答して許可認証を受信するための手段とを特徴とする、装置
。
【請求項６】
　前記許可認証が、
　前記事前許可割り当ての許可認証、
　前記事前許可割り当ての修正、または
　送信を中断することの指示のうちの少なくとも１つを備える、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記事前許可割り当てが前記ＳＣＣ内でターゲットサブフレームを備え、前記プリアン
ブルを送信するための前記手段が、前記事前許可割り当て内で識別された前記ＳＣＣ内で
前記プリアンブルを送信するように構成される、請求項５に記載の装置。
【請求項８】
　前記事前許可割り当てまたは前記許可認証のうちの少なくとも一方が、１次コンポーネ
ントキャリア（ＰＣＣ）上で受信される、請求項５に記載の装置。
【請求項９】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のセットに１つまたは複数の事前許可割り当てを送信することと、
前記セットは１つまたは複数のＵＥを含み、各事前許可割り当ては、プリアンブルを送信
するために対応するＵＥに割り当てられるリソースを示す、
　を備え、
　前記１つまたは複数の事前許可割り当ての前記送信に応答して競合ベースのキャリア上
でプリアンブル送信を検出することと、ここにおいて、前記プリアンブルは、前記事前許
可割り当てを発行した基地局に対する前記ＵＥを識別するための初期部分と、帯域占有の
ための第２の部分とを備え、前記プリアンブルの残りの部分が、１つまたは複数のＷｉＦ
ｉノードに宛てられた通信のためのＷｉＦｉプリアンブルを備える、
　前記検出された１つまたは複数のプリアンブル送信に応答して１つまたは複数の許可認
証割り当てを送信することとを特徴とする、方法。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数の事前許可割り当てを送信することが、前記同じリソースに対する
割り当てを有する複数のＵＥに複数の事前許可割り当てを送信することを含み、
　前記１つまたは複数のプリアンブル送信を検出することが、前記送信された事前許可割
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り当てに応答して複数のプリアンブル送信を検出することを含み、各プリアンブルが、前
記ＵＥのうちの１つを一意に識別し、
　プリアンブル送信が検出されたＵＥに対する前記事前許可割り当ての修正を決定するこ
とをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記事前許可割り当ての前記修正を決定することが、
　前記ＵＥが送信を継続すべきであることを示す許可認証を受信するために少なくとも１
つのＵＥを決定することと、
　送信を停止することの指示を受信すべきプリアンブルが受信された他のＵＥを決定する
こととを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記許可認証が、前記事前許可割り当ての修正を備える、請求項９～１１のうちのいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数の事前許可割り当てまたは前記１つまたは複数の許可認証割り当て
のうちの少なくとも一方が、１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上で送信される、請
求項９～１１のうちのいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のセットに１つまたは複数の事前許可割り当てを送信するための手
段、前記セットは１つまたは複数のＵＥを含み、前記事前許可割り当ては、前記ＵＥがプ
リアンブルを送信するために基地局によって前記ＵＥに割り当てられるリソースを示す、
　を備え、
　前記１つまたは複数の事前許可割り当ての前記送信に応答して競合ベースのキャリア上
でプリアンブル送信を検出するための手段と、ここにおいて、前記プリアンブルは、前記
事前許可割り当てを発行した基地局に対する前記ＵＥを識別するための初期部分と、帯域
占有のための第２の部分とを備え、前記プリアンブルの残りの部分が、１つまたは複数の
ＷｉＦｉノードに宛てられた通信のためのＷｉＦｉプリアンブルを備える、
　前記検出された１つまたは複数のプリアンブル送信に応答して１つまたは複数の許可認
証割り当てを送信するための手段とを特徴とする、装置。
【請求項１５】
　コンピュータシステムに請求項１～４および９～１３のうちのいずれか一項に記載の方
法を実行させるためのコンピュータ実行可能コードを記憶したコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４２】
　[00155]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用す
ることができるように与えられたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に
明らかになり、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱する
ことなく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例お
よび設計に限定されるものではなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致す
る最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において事前許可割り当てを受信することと、
　前記事前許可割り当てに基づいて２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）上でクリアチ
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ャネルアセスメント（ＣＣＡ）動作を実行することと、
　前記ＣＣＡ動作が成功したとき、前記事前許可割り当てに基づいて前記ＳＣＣ上でプリ
アンブルを送信することと、前記プリアンブルは前記ＵＥを一意に識別する、
　前記プリアンブル送信に応答して許可認証を受信することとを備える、方法。
［Ｃ２］
　前記許可認証が、
　前記事前許可割り当ての許可認証、
　前記事前許可割り当ての修正、または
　送信を中断することの指示のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記プリアンブルが、競合ベースのキャリア上で送信され、
　前記事前許可割り当てが、前記ＳＣＣ内でターゲットサブフレームを備え、
　前記ＵＥが、前記事前許可割り当て内で識別された前記ＳＣＣ内で前記プリアンブルを
送信する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記プリアンブルが、前記事前許可割り当てを発行した基地局に対する前記ＵＥを識別
するための初期部分と、帯域占有のための第２の部分とを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記プリアンブルの残りの部分が、ＷｉＦｉ（登録商標）プリアンブルを備える、Ｃ４
に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記事前許可割り当てまたは前記許可認証のうちの少なくとも一方が、１次コンポーネ
ントキャリア（ＰＣＣ）上で受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において事前許可割り当てを受信するための手段と、
　前記事前許可割り当てに基づいてクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）動作を実行す
るための手段と、
　前記ＣＣＡ動作が成功したとき、前記事前許可割り当てに基づいてプリアンブルを送信
するための手段と、前記プリアンブルは前記ＵＥを一意に識別する、
　前記プリアンブル送信に応答して許可認証を受信するための手段とを備える、装置。
［Ｃ８］
　前記許可認証が、
　前記事前許可割り当ての許可認証、
　前記事前許可割り当ての修正、または
　送信を中断することの指示のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ９］
　前記事前許可割り当てが前記ＳＣＣ内でターゲットサブフレームを備え、前記プリアン
ブルを送信するための前記手段が、前記事前許可割り当て内で識別された前記ＳＣＣ内で
前記プリアンブルを送信するように構成される、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記事前許可割り当てまたは前記許可認証のうちの少なくとも一方が、１次コンポーネ
ントキャリア（ＰＣＣ）上で受信される、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサが、
　ユーザ機器（ＵＥ）において事前許可割り当てを受信することと、
　前記事前許可割り当てに基づいてクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）動作を実行す
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ることと、
　前記ＣＣＡ動作が成功したとき、前記事前許可割り当てに基づいてプリアンブルを送信
することと、前記プリアンブルは前記ＵＥを一意に識別する、
　前記プリアンブル送信に応答して許可認証を受信することとを行うように構成される、
装置。
［Ｃ１２］
　前記許可認証が、
　前記事前許可割り当ての許可認証、
　前記事前許可割り当ての修正、または
　送信を中断することの指示のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記事前許可割り当てが、前記ＳＣＣ内でターゲットサブフレームを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記事前許可割り当て内で識別された前記ＳＣＣ
内で前記プリアンブルを送信するように構成される、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記事前許可割り当てまたは前記許可認証のうちの少なくとも一方が、１次コンポーネ
ントキャリア（ＰＣＣ）上で受信される、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１５］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体
であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において事前許可割り当てを受信することと、
　前記事前許可割り当てに基づいてクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）動作を実行す
ることと、
　前記ＣＣＡ動作が成功したとき、前記事前許可割り当てに基づいてプリアンブルを送信
することと、前記プリアンブルは前記ＵＥを一意に識別する、
　前記プリアンブル送信に応答して許可認証を受信することとを行うためのコードを備え
る、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１６］
　前記許可認証が、
　前記事前許可割り当ての許可認証、
　前記事前許可割り当ての修正、または
　送信を中断することの指示のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１５に記載のコンピュ
ータ可読媒体。
［Ｃ１７］
　前記事前許可割り当てが前記ＳＣＣ内でターゲットサブフレームを備え、前記プリアン
ブルが前記事前許可割り当て内で識別された前記ＳＣＣ内で送信される、Ｃ１５に記載の
コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１８］
　前記事前許可割り当てまたは前記許可認証のうちの少なくとも一方が、１次コンポーネ
ントキャリア（ＰＣＣ）上で受信される、Ｃ１５に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のセットに１つまたは複数の事前許可割り当てを送信することと、
前記セットは１つまたは複数のＵＥを含む、
　前記１つまたは複数の事前許可割り当ての前記送信に応答して競合ベースのキャリア上
で１つまたは複数のプリアンブル送信を検出することと、
　前記検出された１つまたは複数のプリアンブル送信に応答して１つまたは複数の許可認
証割り当てを送信することとを備える、方法。
［Ｃ２０］
　前記１つまたは複数の事前許可割り当てを送信することが、前記同じリソースに対する
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割り当てを有する複数のＵＥに複数の事前許可割り当てを送信することを含み、
　前記１つまたは複数のプリアンブル送信を検出することが、前記送信された事前許可割
り当てに応答して複数のプリアンブル送信を検出することを含み、各プリアンブルが、前
記ＵＥのうちの１つを一意に識別し、
　プリアンブル送信が検出されたＵＥに対する前記事前許可割り当ての修正を決定するこ
とをさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記事前許可割り当ての前記修正を決定することが、
　前記ＵＥが送信を継続すべきであることを示す許可認証を受信するために少なくとも１
つのＵＥを決定することと、
　送信を停止することの指示を受信すべきプリアンブルが受信された他のＵＥを決定する
こととを含む、Ｃ２０に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記許可認証が、前記事前許可割り当ての修正を備える、Ｃ２１に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数の事前許可割り当てまたは前記１つまたは複数の許可認証割り当て
のうちの少なくとも一方が、１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上で送信される、Ｃ
１９に記載の方法。
［Ｃ２４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のセットに１つまたは複数の事前許可割り当てを送信するための手
段と、前記セットは１つまたは複数のＵＥを含む、
　前記１つまたは複数の事前許可割り当ての前記送信に応答して競合ベースのキャリア上
で１つまたは複数のプリアンブル送信を検出するための手段と、
　前記検出された１つまたは複数のプリアンブル送信に応答して１つまたは複数の許可認
証割り当てを送信するための手段とを備える、装置。
［Ｃ２５］
　前記１つまたは複数の事前許可割り当てを送信するための前記手段が、前記同じリソー
スに対する割り当てを有する複数のＵＥに複数の事前許可割り当てを送信するように構成
され、
　前記１つまたは複数のプリアンブル送信を検出するための前記手段が、前記送信された
事前許可割り当てに応答して複数のプリアンブル送信を検出するように構成され、各プリ
アンブルが前記ＵＥのうちの１つを一意に識別し、前記装置が、
　プリアンブル送信が検出されるＵＥに対する前記事前許可割り当ての修正を決定するた
めの手段をさらに備え、前記事前許可割り当ての修正を決定するための前記手段が、
　前記ＵＥが送信を継続すべきであることを示す許可認証を受信するために少なくとも１
つのＵＥを決定することと、
　送信を停止することの指示を受信すべきプリアンブルが受信された他のＵＥを決定する
こととを行うように構成される、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記１つまたは複数の事前許可割り当てまたは前記１つまたは複数の許可認証割り当て
のうちの少なくとも一方が、１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上で送信される、Ｃ
２４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサが、
　ユーザ機器（ＵＥ）のセットに１つまたは複数の事前許可割り当てを送信することと、
前記セットは１つまたは複数のＵＥを含む、
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　前記１つまたは複数の事前許可割り当ての前記送信に応答して競合ベースのキャリア上
で１つまたは複数のプリアンブル送信を検出することと、
　前記検出された１つまたは複数のプリアンブル送信に応答して１つまたは複数の許可認
証割り当てを送信することとを行うように構成される、装置。
［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記同じリソースに対する割り当てを有する複数のＵＥに複数の事前許可割り当てを送
信し、前記送信された事前許可割り当てに応答して複数のプリアンブル送信を検出するこ
とと、各プリアンブルは前記ＵＥのうちの１つを一意に識別する、
　プリアンブル送信が検出されるＵＥに対する前記事前許可割り当ての修正を決定するこ
ととを行うようにさらに構成され、前記事前許可割り当ての修正を決定することが、
　前記ＵＥが送信を継続すべきであることを示す許可認証を受信するために少なくとも１
つのＵＥを決定することと、
　送信を停止することの指示を受信すべきプリアンブルが受信された他のＵＥを決定する
こととを含む、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記１つまたは複数の事前許可割り当てまたは前記１つまたは複数の許可認証割り当て
のうちの少なくとも一方が、１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上で送信される、Ｃ
２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のセットに１つまたは複数の事前許可割り当てを送信することと、
前記セットは１つまたは複数のＵＥを含む、
　前記１つまたは複数の事前許可割り当ての前記送信に応答して競合ベースのキャリア上
で１つまたは複数のプリアンブル送信を検出することと、
　前記検出された１つまたは複数のプリアンブル送信に応答して１つまたは複数の許可認
証割り当てを送信することとを行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ３１］
　前記同じリソースに対する割り当てを有する複数のＵＥに複数の事前許可割り当てを送
信することと、
　前記送信された事前許可割り当てに応答して複数のプリアンブル送信を検出することと
、各プリアンブルは前記ＵＥのうちの１つを一意に識別する、
　プリアンブル送信が検出されるＵＥに対する前記事前許可割り当ての修正を決定するこ
ととを行うためのコードをさらに備え、前記事前許可割り当ての修正を決定することが、
　前記ＵＥが送信を継続すべきであることを示す許可認証を受信するために少なくとも１
つのＵＥを決定することと、
　送信を停止することの指示を受信すべきプリアンブルが受信された他のＵＥを決定する
こととを含む、Ｃ３０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３２］
　前記１つまたは複数の事前許可割り当てまたは前記１つまたは複数の許可認証割り当て
のうちの少なくとも一方が、１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上で送信される、Ｃ
３０に記載のコンピュータ可読媒体。
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